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下仁田町自然史館（ジオパーク推進室）
下仁田町大字青倉１５８-1
☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５
http：//www.shimonita-geopark.jp/

ジオパークで
地域に活力を！！

行事報告
下仁田町商工会行政出前講座
津南町商工会工業部会
下仁田ジオパーク応援団ガイド研修
日本民族経済学会
杉並区立科学館
群馬県立自然史博物館
ファミリー自然観察会
太極拳尾島第二の会

７月 ２日
７月 ６日
７月 ９日
７月２６日
７月２６日
７月２７日

７月３１日

自然史館の利用他
本宿陥没研究会
秩父盆地グループ

７月２０～２２日
７月３１～８月２日

秋のジオサイト紹介
秋の下仁田ジオパークへお出かけください！

※下仁田町自然史館では、午前９時から午後４時まで展示室を開放しています。ぜひお出かけください。

問い合わせ先　下仁田町自然史館（ジオパーク推進室）　☎７０－３０７０

▲妙義山

▲世界遺産　荒船風穴

▲小坂坂峠道

▲荒船山

▲はねこし峡
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身近な情報をお寄せください。総務課（内線３０２）

朝顔ほおずき市で観光ＰＲ
　7月19日(土)と20日(日)に東京都文京区で開催
された「朝顔ほおずき市」に、こんにゃくを中心とした
物産販売と観光ＰＲを兼ねて、下仁田町こんにゃく消
費拡大推進協議会の皆さんと町職員が参加しまし
た。
　ほおずき市会場の源覚寺は、宝暦（1751-64年）
の頃、目を患った老婆にえんま様が自分の右目を与
えて目を治し、老婆は自分の好物のこんにゃくを断っ
てお礼に供えたといわれています。以来、眼病治癒祈
願に訪れる人が絶えず、別名“こんにゃくえんま”と呼
ばれ、広く信仰を集めています。
　こんにゃくの縁で源覚寺の境内の一角で、下仁田
町の物品紹介、販売及び観光ＰＲを行って来ました。

『社会を明るくする運動』
　７月１日、保護司会と更生保護女性会は、
今年の運動の重点事項を「立ち直りを支える取組に
ついての協力拡大」「就労・住居等の生活基盤づくり
につながる取組の推進」とし、犯罪・非行の防止と更生
の援助のため、
地域住民の理解と参加を求めて、町内パレードを実
施しました。

町民バスハイキング

　７月２０日（日）、百名山のひとつである蓼科山への
バスハイキングが行われました。高山植物の花々や
森林浴を満喫し、帰りには日帰入浴で汗を流して楽し
い1日を過ごしました。

　法務省主唱の『社会を明るくする運動』は、すべての国民が犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解
を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。

『社会を明るくする運動』とは？
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【
短
歌
】

■
庭
に
見
る
丹
精
に
植
ふ
嫁
の
労
一
鉢
毎
に
愛
を
そ
そ
げ
り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
富
　岡
）　　佐
藤
　政
代
　 

■
遠
き
日
に
登
り
遊
び
し
大
石
に
カ
ボ
チ
ャ
這
わ
せ
し
母
の
面
影
う
か
ぶ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
馬
　山
）　　山
中
　た
ね

■
御
裾
分
け
浜
揚
げ
彩
の
茎
若
布
潮
の
香
り
に
訪
ね
し
三
陸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（
南
野
牧
）　清
水
み
ち
代

【
草
林
俳
句
会
下
仁
田
支
部
七
月
句
会
】

■
妙
義
嶺
の
景
を
狭
め
て
夏
の
霧
　
　
　
　
　
　
斉
藤
　
悦
子

■
今
朝
の
空
ど
こ
か
に
梅
雨
を
忘
れ
き
し
　
　
　
須
藤
　
禮
子

■
郭
公
の
声
入
れ
尾
瀬
の
写
真
撮
る
　
　
　
　
　
永
井
ス
ミ
子

■
曇
天
の
機
嫌
伺
ひ
薯
を
掘
る
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
笑
子

■
夏
霧
の
湧
き
立
つ
先
の
空
青
し
　
　
　
　
　
　
佐
藤
志
げ
子

さ
る
す
べ
り

■
人
形
に
愁
を
託
し
夏
の
川
　
　
　
　
　
　
青
木
　
一
郎

■
製
糸
場
工
女
を
し
の
ぶ
恋
蛍
　
　
　
　
　
永
井
　
波
江

■
太
陽
を
揺
る
が
し
て
ゐ
る
あ
め
ん
ぼ
う
　
高
田
　
ト
ク

■
川
音
を
手
櫛
に
通
し
朝
涼
し
　
　
　
　
　
佐
藤
　
信
香

■
か
け
声
も
日
焼
け
し
て
ゐ
る
人
力
車
　
　
吉
田
　
文
子

■
繋
が
れ
し
犬
の
退
屈
ホ
ト
ト
ギ
ス
　
　
　
今
井
　
陽
子

【
俳
句
】

■
百
日
紅
空
の
碧
さ
を
共
鳴
す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
青
　倉
）　　清
水
　秀
子

■
緑
蔭
の
放
牛
二
百
乳
房
垂
れ
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
富
　岡
）　　佐
藤
　政
代

■
年
毎
に
耐
え
難
き
暑
さ
老
い
に
け
り
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
下
仁
田
）　茂
木
　久
里

■
八
重
咲
き
の
向
日
葵
黄
色
を
咲
き
こ
ぼ
し
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
南
野
牧
）　清
水
み
ち
代

■
蜘
蛛
の
糸
空
に
か
る
さ
を
編
み
込
み
し
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （
小
　坂
）　　佐
藤
　信
香

ひ
と
が
た

う

お
す
そ
わ

い
ろ

は

ひ
ま
わ
り

く
も

あ
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民公 館だより
平成26年9月1日発行 366号

【下仁田町公民館】
☎82-3535  FAX82-5489

文
化
講
座
に
お
越
し
く
だ

さ
い
　

毎
年
恒
例
に
な
っ
て
お
り
ま

す
町
民
文
化
講
座
を
９
月
５
日

（
金
）に
開
催
し
ま
す
。今
回
は

声
優
・
歌
手
・
脚
本
家
の
佐
久
間

レ
イ
さ
ん
を
お
招
き
し
、心
温
ま

る
講
演
会
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
日　

時　

９
月
５
日（
金
）午

後
６
時
３０
分
〜

◇
場　

所　

下
仁
田
町
文
化

ホ
ー
ル

◇
講　

師　

佐
久
間
レ
イ
さ
ん

（
声
優・歌
手・脚
本
家
）※「
ア
ン

パ
ン
マ
ン
」の
バ
タ
コ
さ
ん
、「
ム
ー

ミ
ン
」の
ミ
イ
、「
魔
女
の
宅
急

便
」の
黒
猫
ジ
ジ
な
ど
の
声
を

担
当
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
内　

容　
「
心
の
ス
ト
レ
ッ

チ
。柔
ら
か
な
心
で
明
日
を
生

き
て
み
ま
せ
ん
か
。」

（
歌
や
語
り
、朗
読
劇
を
交
え
た

コ
ン
サ
ー
ト
の
よ
う
な
講
演
会
で

す
）

◇
チ
ケ
ッ
ト　

５
０
０
円（
発
売

中
）

◇
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　

下
仁
田

町
公
民
館
・
活
性
化
セ
ン
タ
ー・

連
合
婦
人
会

・小
中
P
T
A
連
合
会・文
化
協

会
各
団
体

◇
問
合
せ　

文
化
協
会
事
務
局

（
下
仁
田
町
公
民
館
☎
８２
―
３

５
３
５
）

「
一
閑
張（
い
っ
か
ん
ば
）り

教
室
」の
ご
案
内

　
一
閑
張（
い
っ
か
ん
ば
）り
と
は
、

書
き
損
じ
の
書
や
和
紙
を
竹
や

木
の
籠
な
ど
に
張
り
、柿
渋
を

塗
っ
て
仕
上
げ
る
日
本
の
伝
統

工
芸
品
で
す
。古
く
か
ら
農
家

が
農
閑
期
の
閑
な
時
に
作
る
こ

と
が
多
か
っ
た
た
め
、こ
の
名
が
つ

い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。ほ
か

に
、一
閑
和
尚
が
中
国
か
ら
伝
え

た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
が
出
て
た
い
へ
ん
味

わ
い
深
い
作
品
が
出
来
上
が
り
ま

す
。ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◇
日　

程　

１０
月
１５
日
、２９
日

（
水
）　

全
２
回

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
頃
ま
で

◇
場　

所　

下
仁
田
町
公
民
館

３
階
技
術
伝
承
室

◇
対　

象　

成　

人

◇
定　

員　

２０
名

◇
講　

師　

遠
田　

紀
恵
子
先

生（
下
小
坂
）

◇
内　

容　

第
一
回
・・・
和
紙
を

ち
ぎ
っ
て
ザ
ル
に
張
り
重
ね
、好

き
な
デ
ザ
イ
ン
に
レ
イ
ア
ウ
ト
し

ま
す
。

第
二
回
・・・
柿
渋
を
塗
っ
て
仕
上

げ
ま
す
。

◇
材
料
費　

１
、０
０
０
円

◇
持
っ
て
く
る
物　

書
き
損
じ

の
書
、水
彩
画
、絵
手
紙（
和
紙
）

※
書
き
損
じ
の
書
な
ど
を
持
っ

て
い
な
い
方
は
、先
生
が
用
意
し

て
く
れ
ま
す
。

◇
問
合
せ・申
込
み

下
仁
田
町
公
民
館　

☎
８２
―
３

５
３
５

◇
受
付
開
始
日　

９
月
８
日

（
月
）午
前
８
時
３０
分
よ
り

成
人
＆
子
ど
も
の
教
室
の

講
師
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

文
化
の
創
造
と
さ
ら
な
る
発

展
の
た
め
に
、手
助
け
し
て
下
さ

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。お
料

理
や
手
芸
、趣
味
の
も
の
づ
く
り

な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
け
る
方
、

地
域
に
普
及
さ
せ
て
み
ま
せ
ん

か
。子
ど
も
の
教
室
の
先
生
も

併
せ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。ご
連

絡
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

図
書
館（
室
）相
互
貸
借
に

つ
い
て

　

図
書
室
に
は
相
互
貸
借
と
い

う
制
度
が
あ
り
、町
の
図
書
室
に

置
い
て
い
な
い
本
で
も
、県
内
の

提
携
し
て
い
る
図
書
館（
室
）や

学
校
か
ら
借
り
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。リ
ク
エ
ス
ト
か
ら
２
週
間

〜
１
ヶ
月
程
で
お
手
元
に
届
き

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。（
新
刊
は
発
行
か
ら
６
ヶ
月

以
上
経
た
な
い
と
借
り
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

県
立
図
書
入
れ
替
え
の

お
知
ら
せ

　

次
回
の
県
立
図
書
の
入
れ
替

え
は
、９
月
１２
日（
金
）で
す
。ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▲ちりめん細工教室開催しました。

▲先生の見本（左は柿渋をぬる前）
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　７月に入った新刊図書は以下のとおりです。話題の本もあります。
ぜひ、図書室にお越しください。
また、本のリクエストも随時受け付けていますのでお気軽にお声かけください。

書　　名
男ともだち

藍より出でて　夜叉萬同心
安南から刺客　新・古着屋総兵衛

青天の霹靂
超高速！参勤交代
百舌の叫ぶ夜
幻の翼
砕かれた鍵
星々たち
ぼくの守る星
僕と先生
平凡

先生のお庭番
お文の影
白蓮れんれん

腹心の友たちへ　村岡花子エッセイ集
愛するということ　新訳版
だから日本はズレている
野垂れ死にの覚悟

だらだら動物図鑑　だらけた一日をすごしたい、あなたへ
頭痛はこれで予防できる！　頭痛持ちの医者が実践する「脱・偏頭痛」生活
元タカラジェンヌのカウンセラーが教える　心の疲れをス～っと消す方法
おしゃれに楽しむ和布のソーイング「きものリメイク集」　ベストセレクション

可愛い大人の美容塾
野菜たっぷりの漬物レシピ　冷蔵庫で作りおき！作ってすぐ食べられる浅漬けから本格漬け

こころのふしぎ　なぜ？どうして？
おひるねちゃんとできるかな
思い出のマーニー　特装版

著者名
千早　茜
辻堂　魁
佐伯　泰英
劇団ひとり
土橋章宏
逢坂　剛
〃
〃

桜木　紫乃
神田　茜
坂木　司
角田光代
朝井まかて
宮部みゆき

林　　　真理子
村岡　花子

エーリッヒ・フロム/著　鈴木晶/訳
古市憲寿

曽野綾子　近藤誠

井奥昇志
真織由季

中野明海
石澤晴美

村山哲哉/監修　大野正人/原案・執筆
宮野聡子

ジョーン・J・ロビンソン/著　松野正子/訳

備　　考
第１５１回直木賞候補作
「夜叉萬同心」シリーズ

「新・古着屋総兵衛」シリーズ
映画化
映画化

ドラマ「MOZU」シリーズ
〃
〃

2013直木賞受賞作家

2014直木賞受賞作家

朝の連続テレビ小説「花子とアン」　主人公のエッセイ

子ども向け
子ども向け

子ども向け（ジブリ映画化）

新刊図書が入っています！

ALTの先生が代わりました

Eテレ「100分de名著」で話題
ドイツ社会心理学者フロムの代表作

　前任のダニエル・オーナー先生に代わり、マーク・セレステ先生がやってきました。
　ＡＬＴとは、外国語指導助手で、本場の英語や外国文化等を町内の小中学生に
伝える大切な授業を行ないます。
先生からの一言
皆さんこんにちは。新しいＡＬＴとして下仁田町に来た、マーク・セレステです。アメリカのニ
ューヨークから来ました。下仁田町は、私の住んでいた町とぜんぜん違いますが、静かでと
てもきれいだと思います。私は、日本語があまり上手ではないので、こちらの生徒と同じよ
うに、一生懸命外国語を勉強したいです。下仁田町に来られてうれしく思います。
そして、皆さんに会うのを楽しみにしています。ぜひ一緒に英語か日本語で話しましょう。よ
ろしくお願いします。


